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「長野県砂防史２０２０」写真集（増刊号） 

 

信州地震大絵図 （善光寺地震 弘化４年（1847 年）（縦 1.9m×横 4.2m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弘化４年の善光寺地震は、長野市直下を北東～南西に貫く活断層（長野盆地西縁活断層）が

50km 前後にわたり活動した内陸直下型地震（Ｍ7.4）。震源が極めて浅かったため、地表は激甚

な揺れに見舞われ、大災害となった。地震発生は旧暦３月 24 日午後 10 時頃であり、折しもこ

の年は、善光寺如来の御開帳で全国から多数の善男善女が集まり、善光寺の門前は大変な賑わ

いであった。そこに激震が襲来し、多数の家屋の倒壊や火災等で約 12,000 人の死者を出し、

山崩れは松代領だけでも約 42,000 箇所、震動域全体で 6 万箇所以上と推定されている。  

長野市真田宝物館所蔵 
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岩倉山（虚空蔵山）の崩壊 

善光寺地震により岩倉山（虚空蔵山）が崩

壊し、春の雪解けで水量を増す犀川を完全に

せき止めた。せき止湖は深さ 70m、長さ 23km

（犀川と金熊川の合流付近まで）に達し、19

日後に決壊。犀川下流の善光寺平を直撃し、

壊滅的被害を与えた。 

1990 年中村三郎氏撮影 

青木雪卿（あおきせっけい）（松代藩の絵師）が、

地震から 2 年後に実施された藩主の被災地巡視に

同行して作成 （絵図 67 枚） 

長野市真田宝物館所蔵 

青木雪卿が描いた絵図の場所を探し出し、同

じ場所から撮影し、比較したもの。 

（出典：長野県の地すべり：小熊友和氏撮影）

令和２年撮影 
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涌池史跡公園 （長野市信更町涌池） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

供養塔 

善光寺地震での涌池地区の犠牲者（81 名とい

われている）の霊を慰める 

休息東屋 

善光寺地震、涌池大池の起源、特徴などの

資料を展示 

注：写真撮影 令和２年 
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重要文化財 

（平成 24 年指定） 牛伏川本流水路（松本市牛伏川）大正５年～７年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成した階段工（撮影年不明） 

（出典：牛伏川砂防沿革史） 

階段工（春夏秋冬）令和２年撮影 

令和２年撮影 

令和２年撮影 
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明治大正期の牛伏川砂防施設（松本市牛伏川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内務省１号堰堤（明治 44 年撮影） 

（出典：牛伏川砂防沿革史） 

内務省４号堰堤（明治 44 年撮影） 

（出典：牛伏川砂防沿革史） 

日影石積堰堤（明治 35 年撮影） 

（出典：牛伏川砂防沿革史） 

日影沢（撮影年不明） 

（出典：牛伏川砂防沿革史） 

泥沢源流部（撮影年不明） 

（出典：牛伏川砂防沿革史） 

泥沢源流部（大正５年撮影） 

（出典：牛伏川砂防沿革史） 
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牛伏川砂防工事竣功箇所平面図（松本市牛伏川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出典：牛伏川砂防沿革史付図に加筆） 

平成元年～ 緑の砂防ゾーン創出事業 

平成２年 松本市都市景観賞を受賞 

（牛伏川、牛伏寺砂防環境整備事業） 

平成 14 年 牛伏川階段工が登録有形文化財に登録

平成 24 年 牛伏川本流水路（牛伏川階段工）が 

重要文化財に指定 

令和元年～ 山腹工等施工 

牛伏川階段工等の経過 

明治 14 年 内務省が砂防工事に着手 

明治 30 年 砂防法制定 

明治 31 年 同法制定を受け、国庫補助により、県

営工事を実施。大正７年竣工。 

大正５～７年 牛伏川階段工施工 

昭和 10 年～38 年 牛伏寺～白姫 床固工等施工 

昭和 42 年～45 年 牛伏寺砂防ダム施工 

昭和 61 年～元年 砂防環境整備事業 
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牛伏川の見学コース（松本市牛伏川） 
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登録有形文化財 （平成 21 年登録） 薬師沢石張水路工（小川村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：写真撮影 令和２年 
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登録有形文化財 （平成 21 年登録） 薬師沢石張水路工（小川村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 10 年撮影 

平成 27 年撮影
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登録有形文化財 （平成 21 年登録） 薬師沢石張水路工（小川村） 

 

 

 

 

 

 

薬師沢石張水路工の経過 

明治 18 年 地元集落から「砂防惣代」５名を選出し、

内務省に砂防工事の請願を行う。 

明治 19 年から内務省が砂防工事に着手 

明治 40 年 内務省から県に移管 

平成 21 年 現存する 28 基が登録有形文化財に登録 

 

砂防惣代は、今も引き継がれ、地域住民、中学生、砂

防ボランティア協会等とともに、草刈りなどの維持管

理等を行っている 

令和２年撮影 平成27年撮影
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薬師沢石張水路工（小川村）の見学コース 

 

 

 
令和２年撮影 
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登録有形文化財（平成 21 年登録） 荏沢川（千曲市桑原）明治 15 年～17 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１号 第２号 

第３号 

第７号 

落差部から水叩部にかけての緩やかなアーチカ

ーブが明治初期の石堰堤の特徴 

注：写真撮影 令和２年 
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登録有形文化財（平成 21 年登録） 荏沢川（千曲市桑原）明治 15 年～17 年 

明治 17 年 竣工図 
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登録有形文化財（平成 26 年登録） 芦澤（麻績村）明治 20 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１号 第２号 

水通しと袖とを直線的構成により明確に区別する近代的立面構造 

歳中日記帳 明治 20 年 10 月 18 日 

裏石尊山辺今日ヨリ砂ボウ砂留メ初マル 
第３号 

第４号 注：写真撮影 令和２年 
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今と 50 年史との比較 30 年経過し、景観・環境にとこけ込む 

鳴岩砂防ダム 米子川（須坂市鳴岩）昭和 41 年～昭和 44 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堰堤高 28m 堤長 93.9m 堤体積 33,270m3 重力式砂防堰堤 

（緯度 36°36′9.6″ 経度 138°22′10.1″） 

大型砂防ダム（堤高 15m 以上）第１号として完成 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年
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秋山砂防ダム 金峰山川（川上村秋山）昭和 26 年度～昭和 31 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堰堤高 20m 堤長 74.9m 堤体積 4,047m3 アーチ式石張玉石コンクリート砂防堰堤 

（緯度 35°57′36.1″ 経度 138°38′35.1″） 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 
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阿知端下砂防堰堤 金峰山川（川上村秋山）平成 9年度～平成 23 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堰堤高 22m 堤長 127.5m 堤体積 38,686m3 コンクリートスリット砂防堰堤 

（緯度 35°57′41.9″ 経度 138°38′25″） 

下流人家等の保全、秋山砂防ダムの老朽化対策として建設 

注：写真撮影 令和２年 
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新開堰堤 鹿曲川（佐久市（旧望月町）新開）昭和 34 年度～昭和 37 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堰堤高 6.5m 堤長 142m 重力式砂防堰堤 

（緯度 36°10′25.8″ 経度 138°19′55.6″） 

実験研究により工法検討し、倒木や伐木材等の対策

として、立木除けを施工 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 
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正沢砂防ダム 正沢川（木曽町新開）昭和 45 年度～昭和 50 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堰堤高 27m 堤長 209m 堤体積 88,340m3 重力式砂防堰堤 

（緯度 35°49′59.81″ 経度 137°46′34.32″） 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 
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月沢砂防ダム 月沢（松本市四賀月沢）昭和 47 年度～昭和 56 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリート部：堰堤高 21m 堤長 42.5m 堤体積 26,647m3  

ロックフィル部：堰堤高 30m 堤長 112.75m 堤体積 98,989m3  

重力式コンクリートダムとロックフィルダム併用（県内唯一） 

（緯度 36°18′24.2″ 経度 138°2′35.2″）  

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 
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角間砂防ダム 角間川（山ノ内町平穏）昭和 48 年度～昭和 55 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堰堤高 27m 堤長 71m 堤体積 22,117m3 重力式砂防堰堤 

（緯度 36°42′56.4″ 経度 138°26′43.4″） 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 
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土倉砂防ダム 日かげ沢（小谷村千国大別当）昭和 58 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堰堤高 10m 堤長 49m コンクリートブロック砂防堰堤 

（緯度 36°46′25.34″ 経度 137°53′47.84″） 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 
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二重砂防ダム 二重沢（大町市美麻二重）昭和 63 年度～平成 5年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堰堤高 16m 堤長 52m 堤体積 7,065m3 重力式砂防堰堤 

（緯度 36°33′0″ 経度 137°53′45″）

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 



24 

 

千国床固工 西親沢（小谷村南小谷千国）昭和 58 年度～昭和 60 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床固工 ６基 （緯度 36°45′18.4″ 経度 137°53′47.72″） 

国道に直角に急勾配で流れ込むため、床固工群により、縦断勾配の緩和を図った  

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 
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与川砂防ダム 上山沢（南木曽町上山沢）昭和 45 年度～昭和 47 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堰堤高 40m 堤長 96m 堤体積 41,493m3 重力式砂防堰堤 

（緯度 35°38′25.12″ 経度 137°40′11.44″） 

県下で最大のダム高を誇る    

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 
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矢筈砂防ダム  小川川（喬木村矢筈）昭和 48 年度～昭和 53 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堰堤高 33m 堤長 110m 堤体積 46,846m3 重力式砂防堰堤 

（緯度 35°26′58.6″ 経度 137°56′0.9″） 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 
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白沢砂防堰堤 乳川（大町市常盤白沢）昭和 52 年度～昭和 54 年度  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堰堤高 15.0m 堤長 120.0m 堤体積 13,476m3 重力式砂防堰堤 

（緯度 36°26′43.8″ 経度 137°48′11.6″） 

スリット化 平成 19 年～平成 27 年 
注：写真撮影 令和２年 



28 

 

桑名川砂防堰堤 井出川（飯山市照岡）平成３年度～平成９年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堰堤高 14m 堤長 52m 堤体積 5,953m3 重力式砂防堰堤 

（緯度 36°58′18″ 経度 138°26′4″） 

融雪が原因の大規模山腹崩壊（平成 29 年５月）による土石流（６回発生）を捕捉。 

桑名川砂防堰堤

注：写真撮影 平成 29 年
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井出川土石流災害における対策 

 

 

 

発生日：山腹崩壊（平成 29 年 5 月 19 日）高さ約 500m、幅 150m、崩壊土量 60 万 m3 

応急対策：大型土のうによる堤防嵩上げ・ブロックによる補強・鋼製牛枠設置 

桑名川砂防堰堤にリングネット設置・ブロック堰堤設置 

恒久対策：井出川砂防堰堤設置（高さ 13m、長さ 91m）（施工：平成 29 年～30 年） 

注：写真撮影 平成 29 年 井出川砂防堰堤：平成 30 年
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中房砂防ダム 中房川（安曇野市穂高）平成３年度～平成 10 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堰堤高 28.5m 堤長 58.6m 堤体積 23,140m3 重力式砂防堰堤 

（緯度 36°22′21″ 経度 137°47′25.2″） 

県内最大規模の堤高で魚道を建設 

注：写真撮影 平成 10 年
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ガン沢砂防堰堤 ガン沢（小谷村来馬）平成 25 年度～令和 2年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堰堤高 11.5m 堤長 81.0m 堤体積 1,600m3 鋼製スリット 201.3t 透過型砂防堰堤 

（緯度 36°50′9″ 経度 137°53′37″） 

大規模な鋼製スリットや砂防ソイルセメントの袖部の曲線化は、全国的に事例が少ない

（スリット長 40m：全国１位 上流側の曲面は全国２例目：令和元年実績） 

注：写真撮影 令和２年 
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夜間瀬川流路工（中野市越～山ノ内町湯田中）明治 39 年度～平成 2年度）延長 8,500m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治 39 年から内務省直轄で施工。昭和７年に赤木正雄農学博士の下で、抜本的な砂防計

画が樹立され、直轄から県に引き継がれた。平成２年に完成。 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 
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松川 （飯田市城下）昭和 52 年度～平成元年度 延長 1,745.5m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 
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大楢川 （白馬村）昭和 43 年度～平成 10 年度  延長 約 3,300m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 
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鎖川 （朝日村針尾）昭和 41 年度～平成元年度  延長 約 5,000m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 
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尾根川 （上田市平井寺）昭和 58 年度～昭和 63 年度 延長 1,642m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 

道路改良と合併施工、地域整備に寄与 
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立場川 （富士見町落合）昭和 56 年度～平成 16 年度 延長 3,200m 

水と緑の砂防モデル事業：自然石等による景観に配慮した渓流保全工  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 
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富士尾沢川（安曇野市穂高有明）平成 2年度～平成 4年度 延長 447m 

ふるさと砂防モデル事業：自然石や階段工等により、景観や親水性に配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：写真撮影 令和２年 
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高松沢 （安曇野市豊科光）平成 8年度～平成 13 年度  遊砂地３基 流路工長 320m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和２年撮影 

平成 13 年撮影 

令和２年撮影 
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真引川 （中野市新野）平成 10 年度～平成 19 年度  延長 655m  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天井川の解消や河積確保を図ると

ともに、自然環境に配慮し、地域か

ら愛される川づくりを行った 

令和２年撮影 

平成 19 年撮影 

平成 10 年撮影 



41 

 

茶臼山地すべり（長野市篠ノ井）昭和 36 年度～平成 19 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 44 年 10 月撮影 昭和 63 年 10 月撮影 

令和２年撮影 



42 

 

茶臼山地すべり（長野市篠ノ井） 先駆的対策工法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水トンネル、集水井筒工、深井戸工など、

当時は普及されていない工法を先駆的に使

い、地すべり活動の鎮静化を図った。 

筒内型枠設置 筒外型枠設置 

コンクリート打設 加重による沈下 

排水トンネル（昭和 25 年） 

集水井井筒工（昭和 36 年） 

沓の据え付け 



43 

 

茶臼山地すべり（長野市篠ノ井） 茶臼山自然公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野市制施行 80 周年記念事業で、昭和 52 年に茶臼山自然植物園が整備された。 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 



44 

 

茶臼山地すべり（長野市篠ノ井） 施設の維持管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の機能を維持するため、鉄バクテリアによる付着物の洗浄等を行う 



45 

 

地附山地すべり（長野市上松）昭和 60 年度～平成 28 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 60 年 7 月 26 日午後５時ごろ、長野市地附山の南東斜面で大規模な地すべりが発生

し、土塊が湯谷団地、老人ホーム松寿荘に押し寄せ、死者 26 名、全半壊家屋 64 戸等の

大きな被害となった。 

昭和 60 年撮影 

平成２年撮影 



46 

 

地附山地すべり（長野市上松）防災メモリアル地附山公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：写真撮影 令和２年 



47 

 

井戸地すべり（阿南町早稲田）平成元年度～平成２年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成元年 9月 3日午前 8時 55 分、大規模地すべりが発生。 

変状発生直後に警戒避難体制を構築。崩壊前に避難勧告を発令し、

人的被害を防止した。その後の警戒避難の模範となった。 

平成元年撮影 平成２年撮影 

令和２年撮影 



48 

 

金倉（山ノ内町金倉）昭和 51 年度～昭和 55 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延長：454m 斜面高 15～26m 保全人家 221 戸（H21）（S44：55 戸） 

（緯度 138°25′20.0″  経度 36°44′11.0″ ） 

斜面は河岸段丘でルーズな砂礫が固結し、松代群地震等で被害を受けた。 

県の代表的な急傾斜地崩壊対策事業実施帯として、事業費・工法等において画期的なもの。

同事業の第１号は山ノ内町星川地区。 

長野県砂防史 1992 から引用 

令和２年撮影 



49 

 

沢（伊那市沢）昭和 63 年度～平成 6年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延長：700m 斜面高：5～32m 保全人家 104 戸（H24）（S63：49 戸） 

（緯度 35°83′39.6″ 経度 137°94′88.5″） 

擁壁を化粧型枠で修景し、法枠内は花の種子を吹き付けた。現在斜面

の緑化が進み、安全・安心が発現され、保全人家も増加している。 

長野県砂防史 1992 から引用 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 



50 

 

湯の脇（諏訪市湯の脇）昭和 44 年度～平成 20 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延長：260m 斜面高： 保全人家 60 戸（H23）（S44：160 戸） 

（緯度 36°05′27.2″ 経度 138°11′69.2″） 

中詰工に野面石を使用し、違和感を少なくしている。 

長野県砂防史 1992 から引用 

令和２年撮影 



51 

 

役場裏（木曽町上の段）昭和 47 年度～昭和 61 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長さ：320m 斜面高：5～16m 保全人家 55 戸（H20）（昭和 46年 27 戸） 

（緯度 137°41′28″ 経度 35°50′30″） 

ブロック積工で斜面対策を行ったが、その後の老朽化等により、法枠工やロックボルトで

補強した。 

長野県砂防史 1992 から引用 

注：写真撮影 令和２年 



52 

 

青倉（栄村青倉）平成６年度～平成９年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 36 年 2 月雪崩により、被災者 21 名うち死者 11 名、全壊家屋４戸と甚大な

被害を受けた。 

（緯度 138°56′18″ 経度 36°98′88″） 

「雪崩殉難供養塔」（昭和 51 年建立） 

令和２年撮影 



53 

 

黒菱（白馬村黒菱）平成６年度～平成９年度 

 

 

 

 

 

 

八方尾根安全管理協議会の協力を得て積雪深等を収集し、希少種への影響

を最小とする工法・施設配置とした。同スキー場は長野オリンピック（1998

年）のアルペンスキー等の競技会場となった。 

注：写真撮影 平成 25 年


